
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」	 総括表 
 

法人名 株式会社 
浪漫 代表者 

代表取締役	 	 	

黒岩	 尚文 
 

 
法人・ 
事業所 
の特徴 

①地域とのつながり（地域交流スペースの解放と活用・自治会への加入と自治会活

動への参加・ボランティア）②子ども１１０番、姶良市認定「介護の相談	 語らい

処」の設置③地域行事への参加、朝のゴミ拾い④ライフサポートプランの導入⑤タ

ッチフォンの貸与⑥認知症の人の、ひもときシートを活用したカンファレンス⑦家

族会の実施⑧社会貢献活動の受け入れ⑨体操教室の開催⑩姶良市地域支え合い体

制づくり事業での住民協働のゴミ拾い活動の開催⑪加治木・宝島に同一法人の事業

所があり、また北海道にも関連事業所がある。お互いに連携を図り刺激し合いなが

ら実践を共有し合っている。職員交流も行っている。⑫姶良市小規模連絡会に所属

しており、情報共有を図っている。 

事業所名 共生ホーム 
よかあんべ 管理者 苙口	 淳 

 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

１人 ０人 ８人 ０人 １人 ２人 １人 ２人 １人 １４人 
 

項	 	 目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・	 	

結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の

確認 

・事業所評価において、実施して

いる具体的事例を提示できるよ

うに定期の運営推進会議での説

明や次回評価時において報告を

行う。 
・これまでと変わりなく、理念に

沿って出会った方との関係を大

切にしていき、その人の暮らしを

支える視点で、その人の地域に出

向いていけるように取り組む。 

・運営推進会議において、具体的

な取り組みや、事例について報告

することができた。 
・ご利用者の住まいを中心にした

関係ある方々へ積極的に会いに

いき、その人の暮らしぶりについ

て理解し、私たちもその関係者の

中の一つとして機能する手ごた

えがあった。 

・職員皆さんで取り組んでいるよ

うで良かった。 
・忙しい中で、スタッフ一人一人

がご利用者に向き合っている姿

がみられた。 
・スタッフ自身で厳しい評価をし

ていると思った。 
・ご利用者、御家族の評価が最も

大切なのではないか？ 
・本人、家族の評価をどのように

とるのかが課題 

・事業所自己評価で取り組んだ、

９項目の具体的改善計画を丁寧

に実行し、運営推進会議の場でそ

の都度報告を行う。 
・出会うご利用者一人一人につい

て、どんな情報をどのように集め

ていく必要があるのか、そこから

どのようにケアを展開するの

か？その人の必要とする方々と

共に実践することができる。 

Ｂ．事業所の 
しつらえ・環境 

・今後も理念に沿って、ご利用者

が地域に出向いていける環境づ

くりを大切にしながらも、そこに

はスタッフが寄り添うように努

める。施錠は夜間のみ実施してお

り、継続する。 
・事業所内での取り組みや、出来

事等は機関紙にて自治会回覧板

にて皆さまにお伝えできるよう

にする。 

・物理的環境と併せて、自分たち

が地域とつながる為に挨拶から

始まり行動を起こすこともでき

た。 
・毎月発行する機関誌にその時々

の取り組みを紹介し、自治会回覧

版やご家族へ報告することがで

きた。 
・地域の方々がさらに入りやすい

ようきっかけを作り出す必要が

ある。 

・外壁もなくなり、入りやすくな

った。 
・臭いなども気にかからない。 
・塀も低く、玄関も鍵もかかって

いないので入りやすい 
・いつも戸も開いているので良

い。 
・外壁が低くなり、交通事故も以

前より少ない。 
 

・物理的環境面への配慮は継続し

ながら、私たち自身が地域へ出向

き関係づくりを図っていく。 
・夜間のみ施錠は継続する。 
・上半期はスクールガードを通し

て子供たちの安全を守れるよう

旗を持ち交差点を見守る。 
 
 

Ｃ．事業所と地域の 
かかわり 

・出会った人とは積極的に挨拶を

交わす。 
・スタッフの紹介を運営推進会議

や機関紙にてお知らせする。 
・今後も地域行事にご利用者と共

に積極的に参加し、出来るだけス

タッフが交代に参加する。 

・誰とでも挨拶を交わすよう心掛

け、実行できた。全スタッフが継

続していけるよう徹底する必要

がある。 
・運営推進会議の場に限られたス

タッフの参加になっていた。 
・地域行事の参加スタッフも固定

化され、他のスタッフが積極的に

参加する機会が得られなかった。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

・だいぶ、よかあんべさんのこと

は理解されていると思う。 
・サロンや防災訓練、地域コミュ

ニティ活動へ参加している。 
・あいさつは◎です。 
・出会った方々と、誰とでも挨拶

を交わすことが大切だと思う。 
・子供たちも、学校帰りに立ち寄

る姿もある。 

・朝のゴミ拾い、挨拶は徹底して

取り組んでいく。 
・地域行事には、ご利用者が参加

することができるようにスタッ

フも同行する。 
・地域行事には、できるだけ多く

のスタッフが交代で参加できる

ようにする。 

Ｄ．地域に出向いて 
本人の暮らしを 
支える取組み 

・ご利用者以外の突発的な相談事

等にも速やかに民生委員さんや

自治会役員の方と連携をとって

いく。 
・その人の地域での暮らしを支え

る人やものを知り、その人たちに

知らないことや相談を持ち掛け、

一緒に解決する姿勢を持つ。 

・何名かのご利用者については、

民生委員や自治会の方と顔がつ

ながり、連携を図ることができ

た。 
・数名のご利用者については、そ

の方の関わりの持つ地域の方々

と顔を繋ぎ、話し合い、連携を持

つことができた。 

・地域の民生委員さんや、助けて

くださる近隣の方々を交えた会

議ができている。 
・季節によって違いを感じる	 外

でのお茶、食事の風景が見られる

ときと、なかなか見かけないとき

がある。 
・民生委員の名前は市報に掲載さ

れることになっている。それで確

・総合事業の地域での取り組みに

おいて、ご利用者が地域に出てい

ける場を地域の方々とつくって

いくことができる。 
・その人の地域での暮らしを支え

る人やものを知り、その人たちに

知らないことや相談を持ち掛け、

一緒に解決する姿勢を持つ。 



認できる。 

Ｅ．運営推進会議を 
活かした取組み 

・今後の姶良市の地域支え合い事

業も当会議メンバーを軸に展開

していけるようにする。 
・地域の方々への予防活動にも力

を入れ、その相談や企画等に当会

議を活用していく。 

・今年度も加治木ビューティフル

作戦を当運営会議の場を活用し

て準備し、昨年度を超える参加者

とつながりを持つことができた。 
・地域の見守り活動等は意見が出

たところで足踏み状態であった。

毎月一回の体操教室や季節の行

事では地域の方々の参加する場

として広がりつつある。 

・見守り活動をする方々への帽子
やジャンバーなどをあればとい

う意見があったが、そのままにな

っている。 
・他の事業所の運営推進会議で地

域住民の個別的な検討はあった

りするのか？ 
・民生委員やアドバイザーには帽

子や襷があるが、他の目印もあっ

たらよい。 
・ご本人の自覚が無い方の見守り

は難しいことがある。 
・他の地域ではゴミ出しをサポー

トする為に目印を掲げ、そこに手

伝いと見守りが働くようにして

いるところがある。 

・加治木ビューティフル作戦を地

域の方々と協力のもと開催する

ことができる。 
・総合事業の取り組みを通して、

地域主体の考えを念頭に当会議

のメンバーへの相談、企画等を行

っていく。また、その経過を報告

するよう努める。 

Ｆ．事業所の 
防災・災害対策 

・今後も事業所の防災訓練に地域

の方々が参加できるように声を

かけていく。また、地域の防災訓

練には参加する。 
・運営推進会議にて防災計画を伝

える場面をつくる。 
・引き続き、台風等が予測できる

ときは事前に自治会長さんや長

寿会長さんへ開放の意思をお伝

えする。 
・大災害においての避難の手段を

具体的にしていくように努める。 

・年に 2回の当事業所の防災訓練
には地元の消防隊長に指導をい

ただいている。 
・防災訓練の実施状況は報告する

ことができたが、計画を事前に報

告し、呼びかけることが出来なか

った。 
・台風時などは、呼びかけの意識

を持って経過をみることができ

た。 
・大災害についての具体的避難手

段はまだ不明確な部分がある。 

・これまで防災訓練の運営推進会

議のメンバーで参加した方はお

られるのか？ 
・柁城校区や自治会の防災訓練に

も参加されている。 
・災害時は心強い 
・台風時の登録者以外の方の泊ま

りが有り難い 
・地域評価の項目については、ス

タッフも確認をしたほうが良い

のではないか？ 
 

・防災訓練の開催の計画を当会議

メンバーへ報告し、できるかぎり

地域住民と協力して実行できる

ようにする。 
・柁城校区、自治会の防災訓練へ

参加する。 
・台風や災害は状況を予測しなが

ら、事業所の開放等の情報提供を

自治会へ行う。 
・火災他、大災害時の避難の手段

を具体的にしていく。 


